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青年の公共空間における社会的迷惑と抑制要因の検討

-他者との関係性と状況適合性に着目してー

論文要旨

公共牢聞における社会的迷惑を抑制することは.無用な乳撲をなくし.快適な社会生活を送

る上で重要な課題である。本論文では.公共空間，特に電車利用場面で起こる.青年による社

会的迷惑に影響する要因について検討する。それにより.社会的迷惑の抑制機序についての知

見を蓄積し.青年に対する社会的迷惑防止の教育効果の向上の一助とすることを目的とする。

第I部では.霞車利用場面での社会的迷惑の問題と現状について概観して. r行為者が自己の
欲求充足を第ーに考えることによって.結果として他者に不快な感情を生起させること.また

はその行動J(斎藤.1999)を社会的迷惑と捉えることとした。まず.青年の社会的迷惑の背景因

として規範意識の希薄化に注目し.その根底に他者との関係性維持の欲求があり他者に迷

惑をかけないI ことが重要な行動基準としてあることを示したa 本論文では.周囲の他者との

関係性の慈化を回避するために社会的迷惑は抑制されるとして他者存在の効果に注目し.社会

的迷惑の生起状況について他者との関係性の観点から整理したa そして公共空間を周囲の他者

との関係性から4状況に分類し.そのうちの集団状況と個状況の2状況を取り上げた。これらの

他者との共在状視においては.どのような行動がふさわしいかという状況適合性の評価が影響

を及ぼすと考えられるが.その状祝適合性の評価が状視によって異なることが考えられた。そ

のため.集団状況と個状況それぞれにおける社会的迷惑の影響要因を比較することで.青年に

よる社会的迷惑の様相をより明確に捉えることができると考えられた。

第2~4部では.実証的研究を行った。本論文では.社会的迷惑を捉えるにあたり，社会的迷

惑を認知する側i認知者}の要因.社会的迷惑を行う側{遂行者}の要因，社会的迷惑が起こる状況

要因の.3つの観点からアプローチを行った。第2.3部では.集団状況と個状況の比較を行い，

状況ごとの影響要因の違いを中心に検討を行った。第4部では.社会的迷惑が特に引き起こされ

やすいと考えられる個状況に注目し.その状況に対する認識の違いが社会的迷惑抑制に及ぼす

影響を検討した。各研究における状況設定につい:ては.集団状況では自己と同性友人及び見知

らぬ他者が共在する場面を.個状況では自己と見知らぬ他者が共在して周囲に顔見知りがいな

い場面を想定させた。

第2部では.認知者の立場から社会的迷惑の抑制を検討するため.社会的影響性の認知の指標

として迷惑認知に注目し.研究1-3を行った。研究1では.立場と関係性の違いによる迷惑認知
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の差について予備的検討を行った。その結果，青年は見知らぬ他者には迷惑を感じるような行

動であっても.身近な他者に対しては迷惑を感じにくかった。また.身近な他者も自己の行動

を大目に見てくれるだろうと認知しており，青年と身近な他者との間では社会的迷惑の過小評

価が起こると考えられた。研究2では.見知らぬ他者の迷惑認知が社会的迷惑の行動頻度に及ぼ

す影響と.状況及び共感性の調整効果について検討した。その結果.状況と共感性による有意

な影響は認められず.見知らぬ他者の迷惑認知が高いほど社会的迷惑が抑制されていた。この

ことから.他者への思いやりの低さが社会的迷惑の原因であるとする見解は.公共空間におけ

る社会的迷惑においては支持されなかった。研究3では.見知らぬ他者の迷惑認知と自己のネガ

ティブ評価が社会的迷惑の行動頻度に及ぼす影響と，状況及び自意識特性の調整効果について

検討した。その結果，集団状況と個状況の商状祝において.自己のネガティプ評価が高いほど

社会的迷惑は抑制されていた。見知らぬ他者の迷惑認知については.個状視で有意な影響が認

められたが.自意識特性の高さによって抑制効果に違いがみられ.公的自意識と私的自意識が

共に高いあるいは共に低い群でのみ社会的迷惑を抑制していた。このように.見知らぬ他者の

迷惑認知が社会的迷惑に及ぼす影響は限定的なものにとどまった。

第3部では.遂行者の立場から.社会的迷惑の抑制を検討するため.社会的迷惑の遂行時に喚

起される罪悪感と恥意識に注目し，研究.4.5を行った。研究4では.青年が社会的迷惑をするこ

とによって喚起される罪悪感について.共感性.自意識特性との関連から検討した。その結果.

共感性の下位尺度である共感的関心.ファンタジーと有意な関連がみられ.他者に対して共感

的に関心を向けたり，牢想的に他者の気持ちを想像したりする傾向が高いほど.社会的迷惑に

対する罪悪感が喚起されやすいことが示された。研究5では.青年の行動基準選好が社会的迷惑

をすることによって喚起される罪悪感と恥意識の喚起に及ぼす影響と.喚起された罪悪感と恥

意識が社会的迷惑の符動頻度に及ぼす影響について検討したe その結果.集団状祝と個状況の

商状況とも.自己中心的基準を重視するほど罪悪感と恥意識は喚起されにくかった。また集団

状況では.他者配慮的基準と仲間配慮的基準を重視するほど罪悪感と恥意識が喚起されやすか

ったが.個状況で他者配慮的基準に有意傾向がみられるにとどまった。社会的迷惑の行動頻度

に及ぼす影響については.集団状況においては罪悪感と恥意識が高いほーど社会的迷惑は抑制さ

れていた。これに対して個状況では.恥意識に有意な影響は認められなかったa しかし.それ

と同時に罪悪感の社会的迷惑を抑制する効果が補完的に強まっており.集団状混と個状視の間

で社会的迷惑の行動頻度に有意な差は認められなかった。このことから.両状祝において社会

的迷惑を抑制するには.社会的迷惑に対する罪悪感と恥意識を高めることが有効であると考え

られ.そのためには自己中心傾向を抑制することが重要であることが示峻されたa

第4部では.個状況に焦点をあて.公共空間についての状祝認識が社会的迷惑に及ぼす影響を

検討した。公共空間を公的な場と捉えるのか.それとも私的な場と捉えるのかという公私認識

は，社会事象や周囲の他者への無関心な態度と関連しており.そのような態度が社会的迷惑を

引き起こしていると指摘されている。研究6では.青年が公共空間に対してどのような公私認識

をもつのか.他者意識や社会事象への意識との関連から.公私認識の持徴を検討した。その結

果.青年は概して電車利用空間に対して公的認識を示した。しかし.専有空間認識について公

的認識群と私的認識群が同程度見られ.青年には電車利用場面を一人で専有できる空間と認識

する態度が認められた。電車利用場面を専有空間と認識しているほど.他者を意識する傾向が



(氏名 谷 芳恵， No. 3 ) 

高く.社会不安を感じやすく.公共利益に則った行動選択を好んでいた。また.他者と共有さ

れる空間であると認識しているほど社会不安傾向が低く.自芭解放できる空間であると認議し

ているほど行動決定に際して公共利益を重観する傾向が低かった。このことから.公共空間に

対する私的認識が周囲の他者や社会事象に対する無関心の表れであるという見解は支持されな

かった。研究7では.青年の公私認議が社会的迷惑に及ぼす影響を検討した。その結果.個状況

に対して公的認識をもっ場合.一般的に社会的迷惑が許容されていないと認知しているほど社

会的迷惑は抑制されていたが.他者の迷惑認知は行動頻度に影響していなかった。私的認識を

もっ場合には.社会的迷惑が他者の迷惑になっていると認知しているほど社会的迷惑は抑制さ

れていたが.一般許容度については有意な影響はみられなかった回このことから.他者直慮的

態度が電車利用場面を私的な場であると認識することが必ずしも社会的迷癒を促進するとはい

えなかった。公私認識の違いによって社会的迷感に対する影響要因は異なるものの，公私いず

れの認識においても.社会的迷惑は周囲の他者の迷惑認知や許容度といった他者の評価を酉E慮

した上で抑制されていることが示唆された。

第5部では.以上の第2~4部の実証的研究において得られた知見から.集団状祝と個状況それ

ぞれにおいて社会的迷惑の影響要因を整理し.その背景にある周囲の他者に対するE慮的態度

について総括を行った。他者配慮的態度に着目すると.個状況では他者の迷惑認知と許容性，

集団状況では恥意識が社会的迷惑を抑制していることが示された。そのため.状況によって他

者配慮性の表出に違いはあるが.いずれの状況においても他者配慮性が社会的迷惑に影響を及

ぼしていると考えられた。このことかち.社会的迷惑に対する共通認識を形成する近年の動き

の有効性が示唆されたといえる。しかし.個状況における他者認知の効果は限定的であり.集

団状況に比べて他者匝慮的態度が社会的迷惑に影響を及ぼしにくい傾向が示されたことから，

他者E慮的態度への偏重は個状況において社会的迷惑を抑制するためには十分な効果があると

はいえない。これに対して社会的迷惑に対する自己のネガティブな認知や罪悪感といった自己

認知は.状視を問わず社会的迷感を抑制する効果があったことから.自己の認知を高めること

がより効果的であると考えられる。また.身近な他者への阻慮的態度が「逸脱しないI配慮な

のに対して.見知らぬ他者への盟慮的態度は「関わらないJ配慮であるといえ.これは青年の

特徴として指摘されている「行動に表れない思いやりj と根源を同一にするものである可能性

が示唆された。以上の結果から.他者配慮性を考慮した，公共空間におけるより広範な行動制

御に関する研究への発展可能性が示唆された。
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本論文は，公共空間における社会的lli惑を抑制することは， !!l~m な IllL 蝶をなく

し，快適な社会生活を送る上で重要な課題として，公共空fIIJ，特にm:llf.手11m場而

で起二る，青年による社会的迷惑に影響する要因について検討する。それにより，

社会的迷惑の抑制機序についての知l見を諸制し，青年に対する社会的迷惑防止の

教育効果の向上の一助とすることを目的とする。

第1部:電車利用場面での社会的迷惑の問問と現状について概観し， +i!;:年の社会

的迷惑の背景因として規範意識の希薄化に注目し，その根底に他者との関係性維

持の欲求があり， 「他者に迷惑をかけないJことが重要な行動基準としてあるこ

とを示した。また，周囲の他者との関係性の感化を回避するために社会的迷惑は

抑制されるとして他者存在の効果に注目し，社会的迷惑の生起状況について他者

との関係性の観点から整理し，公共空間を周囲の他者と6関係性から 4状況に分
類した上で，集団状況と個状況の 2状況を取り上げた。これらの他者との共在状

況においては，どのような行動がふさわしいかという状況適合性の評価が影響を

及ぼし，その状況適合性の評価が状況によって異なることが考えられた。そのた

め，集団状況と個状況それぞれにおける社会的迷惑の影響要因を比較することで，

青年による社会的迷惑の様相をより明確に捉えることができると考えられた。

第 2部:認知者の立場から社会的迷惑の抑制を検討するため，社会的影響位の

認、知の指標として迷惑認知について研究 1~ 3を行った。研究 1において青年は

見知らぬ他者には迷惑を感じるような行動であっても，身近な他者に対しては社

会的逃惑の過小評価が起こること，研究 2において見知らぬ他者の迷惑認知が高

いほど社会的迷惑が抑制されること，研究 3において集団状況と個状況の雨状況

では自己のネガティブ評価iが商いほど社会的迷惑は抑制され，見知らぬ他者の迷
惑認知については，個状況で有意な影響が認められたが，自意識特性の高さによ

って抑制効果に違いがみられ，公的自意識と私的自意識が共に高いあるいは共に

低い者でのみ社会的迷惑を抑制していたことが明らかになった。

第 3部遂行者の立場から社会的迷惑の抑制を検討する‘ため，社会的迷惑の遂

行時に喚起される罪悪感と恥意識に注目し， 6Jf究 4， 5を行った。研究 4におい

て共感性の下位慨念である共感的関心，ファンタジーと有意なIMliillがみられ，他

者に対して共感的にIIH心を向けたり，空怨的に他者の気持ちを想像したりする傾

向が向いほど，社会的迷惑に対する罪悪感が喚起されやすいこと，研究 5におい

て集団状況と倒状況とも，自己中心的、基準をm;視するほど罪悪感と恥意識は喚起

されにくく，而i状況において社会的迷惑を抑 n~J するには社会的迷感に対する非 m.~

!~と恥怠織を i~1j めることが有効であることが明らかになった。

第 4部:{闘状況に焦点をあて，公共空IIlJについての状況認識が社会的迷惑に及

ぼす影響を検討し，研究 6， 7を行った。研'先 6において公共空間に対する私的

i認識が閥凶の他者や社会事象に対する!!~関心の表れではないこと，研究 7 におい

て公私認識の逃いによって社会的迷惑に対する影響要因は異なるものの，公私い

ずれの認識においても，社会的迷感は '"~JIHJの他者の迷惑認知や許容肢といった他
者の話3耐liを配l邑した上で抑制されていることが19Jらかになった。

第 5 部・以上の第 2~4 削:の実証的研究において得られた知見から，集団状混

と側状況それぞれにおいて社会的迷惑の影響嬰悶を強耳目し.社会的迷惑に対する

共通認識を形成することの有効性が示唆され，他者配慮性を考慮した公共空間に

おけるより広範な行動制御に|則する研究への発股可能性が示唆された。

本研究は，青年の公共空 111]における社会的迷感と抑制要因について，先行研究

の問題点を踏まえ，周!論的 ，/i'lJ1論的検討を行った上で，迷惑行!Il!Jが顕著な青年

を対象にデータ収集を行った怠欲的なものであり，データ l収集，分析，解釈も適

切で，これまで解明されてこなかった迷惑行!fOJの心感!的過程について多角的に研

究した点で総合人間科学研究科にふさわしいものといえる。

なお，本論文に関わり，以下の 3編を含め 6編の論文が発表されており，うち

5編がレフェリーっき論文であるので，論文徒出条件を満たしている。ー

①谷芳恵(2008) 共感性が公共場面における迷惑行為に与える影響神戸大学大学，

院人間発達環境学研究科研究紀要 2(1)，7-12.

②谷芳恵 (2010).公共場面における迷惑行為に対する罪悪感ー共感性，公的自己

;む識，私的自己意識との関連からー神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀

要 3(2)， 21-26. 

③谷芳忠(2013).電車手IJ用場面における社会的迷惑の抑制要因の検討:周囲の他者

との関係性に着目して神戸大学大学院人開発達環境学研究科研究紀要， 7，25司32.
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